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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月17日(2009.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３以上の発電セルが積層された積層体を備える燃料電池であって、
　各発電セルは、電解質膜の片面及び他面にアノード電極及びカソード電極がそれぞれ接
合された接合体を含み、アノード電極がカソード電極よりも発電セルの積層方向の一端側
に配置されており、
　積層体には、アノード電極に供給される燃料ガスの流れるアノードガス流路と、カソー
ド電極に供給される酸化剤ガスの流れるカソードガス流路と、冷媒の流れる冷媒流路とが
独立に形成されており、
　互いに隣接する発電セルの一方のアノード電極と他方のカソード電極との間にて当該ア
ノード電極及び当該カソード電極の温度調整を行うための温度調整手段が前記積層方向に
関して複数箇所に配設されており、
　複数箇所に配設された温度調整手段は、アノード電極とカソード電極との放熱能力差が
前記積層方向位置に応じて異なるように温度調整を行うための手段である、燃料電池。
【請求項２】
　請求項１に記載の燃料電池であって、
　複数箇所に配設された温度調整手段の一部は、アノード電極の放熱能力がカソード電極
の放熱能力と異なるように温度調整を行うための手段である、燃料電池。
【請求項３】
　３以上の発電セルが積層された積層体を備える燃料電池であって、
　各発電セルは、電解質膜の片面及び他面にアノード電極及びカソード電極がそれぞれ接
合された接合体を含み、アノード電極がカソード電極よりも発電セルの積層方向の一端側
に配置されており、
　積層体には、アノード電極に供給される燃料ガスの流れるアノードガス流路と、カソー
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ド電極に供給される酸化剤ガスの流れるカソードガス流路と、冷媒の流れる冷媒流路とが
独立に形成されており、
　互いに隣接する発電セルの一方のアノード電極と他方のカソード電極との間にて当該ア
ノード電極及び当該カソード電極の温度調整を行うための温度調整手段が前記積層方向に
関して複数箇所に配設されており、
　複数箇所に配設された温度調整手段の一部は、アノード電極の放熱能力がカソード電極
の放熱能力と異なるように温度調整を行うための手段である、燃料電池。
【請求項４】
　請求項２または３に記載の燃料電池であって、
　アノード電極の放熱能力がカソード電極の放熱能力と異なるように温度調整を行うため
の温度調整手段は、前記積層方向に関する積層体の端部付近にて互いに隣接する発電セル
の一方のアノード電極と他方のカソード電極との間に配設されている、燃料電池。
【請求項５】
　請求項２～４のいずれか１に記載の燃料電池であって、
　アノード電極の放熱能力がカソード電極の放熱能力と異なるように温度調整を行うため
の温度調整手段は、
　互いに隣接する発電セルの一方のアノード電極と他方のカソード電極との間に配設され
た前記冷媒流路を含み、
　当該アノード電極から冷媒流路を流れる冷媒への放熱能力が、当該カソード電極から冷
媒流路を流れる冷媒への放熱能力と異なる、燃料電池。
【請求項６】
　請求項５に記載の燃料電池であって、
　アノード電極の放熱能力がカソード電極の放熱能力と異なるように温度調整を行うため
の温度調整手段は、冷媒流路とアノード電極との間、または冷媒流路とカソード電極との
間に配設された断熱層をさらに含む、燃料電池。
【請求項７】
　請求項６に記載の燃料電池であって、
　前記積層方向に関する断熱層の変形を制限するための変形制限手段が設けられている、
燃料電池。
【請求項８】
　請求項７に記載の燃料電池であって、
　前記積層方向に関して断熱層を挟持する第１及び第２セパレータが配設されており、
　変形制限手段は、第１及び第２セパレータの少なくとも一方に設けられている、燃料電
池。
【請求項９】
　請求項８に記載の燃料電池であって、
　変形制限手段は、第１セパレータに設けられ且つ第２セパレータ側へ突出する突出部を
含む、燃料電池。
【請求項１０】
　請求項９に記載の燃料電池であって、
　断熱層における突出部と第２セパレータとの間に挟持された部分は、断熱層における他
の部分に比べて剛性が高い、燃料電池。
【請求項１１】
　請求項８に記載の燃料電池であって、
　変形制限手段は、第１セパレータに設けられ且つ第２セパレータ側へ突出する第１突出
部と、第２セパレータに設けられ且つ前記積層方向に関して第１突出部と対向して第１セ
パレータ側へ突出する第２突出部と、を含む、燃料電池。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の燃料電池であって、
　断熱層における第１突出部と第２突出部との間に挟持された部分は、断熱層における他
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の部分に比べて剛性が高い、燃料電池。
【請求項１３】
　請求項２～４のいずれか１に記載の燃料電池であって、
　アノード電極の放熱能力がカソード電極の放熱能力と異なるように温度調整を行うため
の温度調整手段は、
　互いに隣接する発電セルの一方のアノード電極を冷却するための冷媒が流れるアノード
側冷媒流路と、他方のカソード電極を冷却するための冷媒が流れるカソード側冷媒流路と
、を前記冷媒流路として含み、
　カソード側冷媒流路の断面積がアノード側冷媒流路の断面積と異なる、燃料電池。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の燃料電池であって、
　アノード電極の放熱能力がカソード電極の放熱能力と異なるように温度調整を行うため
の温度調整手段は、アノード側冷媒流路とカソード側冷媒流路との間に配設された断熱層
をさらに含む、燃料電池。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の燃料電池であって、
　アノード側冷媒流路及び断熱層に面する第１セパレータと、カソード側冷媒流路及び断
熱層に面する第２セパレータと、が配設されており、
　カソード側冷媒流路の断面積がアノード側冷媒流路の断面積と異なるように、第２セパ
レータにおけるカソード側冷媒流路に面する部分の形状が第１セパレータにおけるアノー
ド側冷媒流路に面する部分の形状と異なる、燃料電池。
【請求項１６】
　請求項２～４のいずれか１に記載の燃料電池であって、
　アノード電極の放熱能力がカソード電極の放熱能力と異なるように温度調整を行うため
の温度調整手段は、アノード電極及びカソード電極の一方の放熱を行ってから、アノード
電極及びカソード電極の他方の放熱を行うための手段である、燃料電池。
【請求項１７】
　請求項２～４のいずれか１に記載の燃料電池であって、
　各発電セルは、アノード電極と対向配置されたアノード側セパレータと、カソード電極
と対向配置されたカソード側セパレータと、をさらに含み、
　アノード電極の放熱能力がカソード電極の放熱能力と異なるように温度調整を行うため
の温度調整手段は、
　互いに隣接する発電セルの一方のアノード側セパレータと他方のカソード側セパレータ
との間に配設された前記冷媒流路を含み、
　冷媒流路を流れる冷媒とアノード側セパレータの接触面積が、冷媒流路を流れる冷媒と
カソード側セパレータの接触面積と異なる、燃料電池。
【請求項１８】
　請求項２～４のいずれか１に記載の燃料電池であって、
　アノード電極の放熱能力がカソード電極の放熱能力と異なるように温度調整を行うため
の温度調整手段は、
　アノード電極の放熱を行うための第１の放熱手段と、
　第１の放熱手段と別に設けられ、カソード電極の放熱を行うための第２の放熱手段と、
　を含む、燃料電池。
【請求項１９】
　請求項２または３に記載の燃料電池であって、
　前記積層方向に関する積層体の一端部及び他端部に、アノード側ターミナル電極及びカ
ソード側ターミナル電極がそれぞれ配設されている、燃料電池。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の燃料電池であって、
　アノード側ターミナル電極付近にて互いに隣接する発電セルの一方のアノード電極と他
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方のカソード電極との間に配設された温度調整手段は、カソード電極の放熱能力がアノー
ド電極の放熱能力よりも高くなるように温度調整を行うための手段である、燃料電池。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の燃料電池であって、
　カソード電極の放熱能力がアノード電極の放熱能力よりも高くなるように温度調整を行
うための温度調整手段は、
　アノード側ターミナル電極付近にて互いに隣接する発電セルの一方のアノード電極と他
方のカソード電極との間に配設された前記冷媒流路と、
　冷媒流路と当該アノード電極との間に配設された第１の断熱層と、
　を含む、燃料電池。
【請求項２２】
　請求項２１に記載の燃料電池であって、
　アノード側ターミナル電極に隣接する発電セルのアノード電極よりも前記積層方向の一
端側に、第２の断熱層が配設されている、燃料電池。
【請求項２３】
　請求項１９～２２のいずれか１に記載の燃料電池であって、
　カソード側ターミナル電極付近にて互いに隣接する発電セルの一方のアノード電極と他
方のカソード電極との間に配設された温度調整手段は、アノード電極の放熱能力がカソー
ド電極の放熱能力よりも高くなるように温度調整を行うための手段である、燃料電池。
【請求項２４】
　３以上の発電セルが積層された積層体を備える燃料電池であって、
　各発電セルは、電解質膜の片面及び他面にアノード電極及びカソード電極がそれぞれ接
合された接合体を含み、アノード電極がカソード電極よりも発電セルの積層方向の一端側
に配置されており、
　積層体には、アノード電極に供給される燃料ガスの流れるアノードガス流路と、カソー
ド電極に供給される酸化剤ガスの流れるカソードガス流路と、冷媒の流れる冷媒流路とが
独立に形成されており、
　互いに隣接する発電セルの一方のアノード電極と他方のカソード電極との間の熱交換量
を前記積層方向位置に応じて異ならせるための温度調整手段が配設されている、燃料電池
。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の燃料電池であって、
　互いに隣接する発電セルの組み合わせの一部における一方のアノード電極と他方のカソ
ード電極との間に、温度調整手段として断熱層が配設されている、燃料電池。
【請求項２６】
　請求項２４または２５に記載の燃料電池であって、
　前記積層方向に関する積層体の端部付近にて互いに隣接する発電セルの一方のアノード
電極と他方のカソード電極との間に、温度調整手段として断熱層が配設されている、燃料
電池。
【請求項２７】
　請求項２５または２６に記載の燃料電池であって、
　前記積層方向に関する断熱層の変形を制限するための変形制限手段が設けられている、
燃料電池。
【請求項２８】
　請求項２７に記載の燃料電池であって、
　前記積層方向に関して断熱層を挟持する第１及び第２セパレータが配設されており、
　変形制限手段は、第１及び第２セパレータの少なくとも一方に設けられている、燃料電
池。
【請求項２９】
　請求項２８に記載の燃料電池であって、
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　変形制限手段は、第１セパレータに設けられ且つ第２セパレータ側へ突出する突出部を
含む、燃料電池。
【請求項３０】
　請求項２９に記載の燃料電池であって、
　断熱層における突出部と第２セパレータとの間に挟持された部分は、断熱層における他
の部分に比べて剛性が高い、燃料電池。
【請求項３１】
　請求項２８に記載の燃料電池であって、
　変形制限手段は、第１セパレータに設けられ且つ第２セパレータ側へ突出する第１突出
部と、第２セパレータに設けられ且つ前記積層方向に関して第１突出部と対向して第１セ
パレータ側へ突出する第２突出部と、を含む、燃料電池。
【請求項３２】
　請求項３１に記載の燃料電池であって、
　断熱層における第１突出部と第２突出部との間に挟持された部分は、断熱層における他
の部分に比べて剛性が高い、燃料電池。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明に係る燃料電池は、３以上の発電セルが積層された積層体を備える燃料電池であ
って、各発電セルは、電解質膜の片面及び他面にアノード電極及びカソード電極がそれぞ
れ接合された接合体を含み、アノード電極がカソード電極よりも発電セルの積層方向の一
端側に配置されており、積層体には、アノード電極に供給される燃料ガスの流れるアノー
ドガス流路と、カソード電極に供給される酸化剤ガスの流れるカソードガス流路と、冷媒
の流れる冷媒流路とが独立に形成されており、互いに隣接する発電セルの一方のアノード
電極と他方のカソード電極との間にて当該アノード電極及び当該カソード電極の温度調整
を行うための温度調整手段が前記積層方向に関して複数箇所に配設されており、複数箇所
に配設された温度調整手段は、アノード電極とカソード電極との放熱能力差が前記積層方
向位置に応じて異なるように温度調整を行うための手段であることを要旨とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、本発明に係る燃料電池は、３以上の発電セルが積層された積層体を備える燃料電
池であって、各発電セルは、電解質膜の片面及び他面にアノード電極及びカソード電極が
それぞれ接合された接合体を含み、アノード電極がカソード電極よりも発電セルの積層方
向の一端側に配置されており、積層体には、アノード電極に供給される燃料ガスの流れる
アノードガス流路と、カソード電極に供給される酸化剤ガスの流れるカソードガス流路と
、冷媒の流れる冷媒流路とが独立に形成されており、互いに隣接する発電セルの一方のア
ノード電極と他方のカソード電極との間にて当該アノード電極及び当該カソード電極の温
度調整を行うための温度調整手段が前記積層方向に関して複数箇所に配設されており、複
数箇所に配設された温度調整手段の一部は、アノード電極の放熱能力がカソード電極の放
熱能力と異なるように温度調整を行うための手段であることを要旨とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の一態様では、アノード電極の放熱能力がカソード電極の放熱能力と異なるよう
に温度調整を行うための温度調整手段は、互いに隣接する発電セルの一方のアノード電極
と他方のカソード電極との間に配設された前記冷媒流路を含み、当該アノード電極から冷
媒流路を流れる冷媒への放熱能力が、当該カソード電極から冷媒流路を流れる冷媒への放
熱能力と異なることが好適である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明の一態様では、アノード電極の放熱能力がカソード電極の放熱能力と異なるよう
に温度調整を行うための温度調整手段は、互いに隣接する発電セルの一方のアノード電極
を冷却するための冷媒が流れるアノード側冷媒流路と、他方のカソード電極を冷却するた
めの冷媒が流れるカソード側冷媒流路と、を前記冷媒流路として含み、カソード側冷媒流
路の断面積がアノード側冷媒流路の断面積と異なることが好適である。この態様では、ア
ノード電極の放熱能力がカソード電極の放熱能力と異なるように温度調整を行うための温
度調整手段は、アノード側冷媒流路とカソード側冷媒流路との間に配設された断熱層をさ
らに含むことが好適である。さらに、この態様では、アノード側冷媒流路及び断熱層に面
する第１セパレータと、カソード側冷媒流路及び断熱層に面する第２セパレータと、が配
設されており、カソード側冷媒流路の断面積がアノード側冷媒流路の断面積と異なるよう
に、第２セパレータにおけるカソード側冷媒流路に面する部分の形状が第１セパレータに
おけるアノード側冷媒流路に面する部分の形状と異なることが好適である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明の一態様では、各発電セルは、アノード電極と対向配置されたアノード側セパレ
ータと、カソード電極と対向配置されたカソード側セパレータと、をさらに含み、アノー
ド電極の放熱能力がカソード電極の放熱能力と異なるように温度調整を行うための温度調
整手段は、互いに隣接する発電セルの一方のアノード側セパレータと他方のカソード側セ
パレータとの間に配設された前記冷媒流路を含み、冷媒流路を流れる冷媒とアノード側セ
パレータの接触面積が、冷媒流路を流れる冷媒とカソード側セパレータの接触面積と異な
ることが好適である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明の一態様では、アノード側ターミナル電極付近にて互いに隣接する発電セルの一
方のアノード電極と他方のカソード電極との間に配設された温度調整手段は、カソード電
極の放熱能力がアノード電極の放熱能力よりも高くなるように温度調整を行うための手段
であることが好適である。この態様では、カソード電極の放熱能力がアノード電極の放熱
能力よりも高くなるように温度調整を行うための温度調整手段は、アノード側ターミナル
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電極付近にて互いに隣接する発電セルの一方のアノード電極と他方のカソード電極との間
に配設された前記冷媒流路と、冷媒流路と当該アノード電極との間に配設された第１の断
熱層と、を含むことが好適である。さらに、アノード側ターミナル電極に隣接する発電セ
ルのアノード電極よりも前記積層方向の一端側に、第２の断熱層が配設されていることが
好適である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　また、本発明に係る燃料電池は、３以上の発電セルが積層された積層体を備える燃料電
池であって、各発電セルは、電解質膜の片面及び他面にアノード電極及びカソード電極が
それぞれ接合された接合体を含み、アノード電極がカソード電極よりも発電セルの積層方
向の一端側に配置されており、積層体には、アノード電極に供給される燃料ガスの流れる
アノードガス流路と、カソード電極に供給される酸化剤ガスの流れるカソードガス流路と
、冷媒の流れる冷媒流路とが独立に形成されており、互いに隣接する発電セルの一方のア
ノード電極と他方のカソード電極との間の熱交換量を前記積層方向位置に応じて異ならせ
るための温度調整手段が配設されていることを要旨とする。
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